
5

ル
を
25
パ
タ
ー
ン
例
示
し
ま
し
た
。

東
葛
飾
地
域
で
は
、「
野
田
市
と
関

宿
町
」、「
柏
市
と
沼
南
町
」が
例
示
さ

れ
ま
し
た
。

関
宿
町
で
は
、
13
年
４
月
に
合
併
準

備
に
向
け
た
組
織
を
発
足
さ
せ
合
併
の

検
討
に
入
る
と
と
も
に
、
関
宿
町
内
の

20
歳
以
上
の
２
千
名
を
対
象
に
住
民
意

識
調
査
も
行
い
、
合
併
問
題
へ
の
関
心

の
高
さ
を
調
査
す
る
な
ど
、
合
併
の
機

運
が
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

  

関
宿
町
の
合
併
表
明
で

  

本
格
的
な
検
討
作
業
へ

平
成
13
年
夏
に
、
関
宿
町
長
が
旧
野

田
市
と
合
併
を
行
い
た
い
旨
を
表
明
し

た
こ
と
か
ら
、
旧
野
田
市
で
は
、
関
宿

町
が
合
併
す
る
相
手
と
し
て
は
県
内
唯

一
の
隣
接
自
治
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

前
向
き
に
合
併
に
向
け
た
検
討
を
始
め

る
こ
と
と
し
、
具
体
的
な
内
部
検
討
を

開
始
し
ま
し
た
。

試
算
し
た
結
果
、
①
合
併
後
の
新

市
の
各
種
財
政
指
数
は
問
題
な
い
範

囲
に
収
ま
る
こ
と
、
②
両
市
町
の
重

複
部
門
を
整
理
統
合
す
る
こ
と
で
得

ら
れ
る
行
政
改
革
効
果
が
大
き
く
、

合
併
に
伴
っ
て
生
じ
る
コ
ス
ト
を
大

き
く
上
回
る
こ
と
、
③
財
政
上
の
優

遇
措
置
が
活
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、

合
併
は
両
市
町
双
方
に
と
っ
て
、
メ

リ
ッ
ト
が
大
き
い
と
い
う
予
測
が
導

き
出
さ
れ
、
13
年
の
秋
以
降
、
合
併

議
論
を
本
格
化
さ
せ
ま
し
た
。

  

詳
細
な
判
断
材
料
を
提
供
し

  

最
終
判
断
は
市
民
の
皆
さ
ん
に

関
宿
町
は
平
成
13
年
11
月
９
日
、
国

や
千
葉
県
か
ら
の
支
援
を
得
ら
れ
る

「
合
併
重
点
支
援
地
域
の
指
定
」を
千
葉

県
知
事
に
要
請
し
ま
し
た
。

合
併
を
機
に
、
ま
ち
づ
く
り
が
進
む

よ
う
に
、
両
市
町
で
県
に
対
し
、
県
道

整
備
な
ど
合
計
８
つ
の
県
事
業
の
推
進
を

要
望
し
、
結
果
、
県
か
ら
最
大
限
の
支

援
を
努
力
す
る
こ
と
が
明
言
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
旧
野
田
市
で
は
、
合
併
重
点

支
援
地
域
の
指
定
を
承
諾
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
14
年
３
月
に
両
市
町
議
会

で
法
定
協
議
会
設
置
の
議
決
が
な
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、「
合
併
は
最
終
的
に
住

民
の
皆
さ
ん
が
判
断
す
る
も
の
」と
い

う
基
本
方
針
の
も
と
で
、
法
定
協
議
会

を
設
置
し
ま
し
た
。

協
議
会
で
は
、
２
つ
の
事
項
を
協
議

し
ま
し
た
。

１
つ
目
は
両
市
町
の
住
民
サ
ー
ビ
ス

を
全
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ（
884
項
目
）し
、

統
廃
合
を
検
討
し
た
上
で
サ
ー
ビ
ス
水

準
の
高
い
方
へ
合
わ
せ
た
場
合
の
財

政
負
担
額
を
積
算
す
る「
事
務
事
業
調

整
」、
2
つ
目
は
、
新
市
の
一
体
性
を

醸
成
し
た
り
均
衡
あ
る
発
展
を
進
め
る

た
め
に
必
要
な
事
業
を
ま
と
め
た「
新

市
建
設
計
画
」で
す
。

特
に
新
市
建
設
計
画
に
は
、
協
議
会

で
議
論
に
入
る
前
に
、
新
市
ま
ち
づ
く

り
委
員
会（
両
市
町
か
ら
計
119
人
）を
立

ち
上
げ
、
そ
こ
で
伺
っ
た
意
見
を
基
に

作
成
し
た
も
の
を
、
両
市
町
の
13
か
所

で「
地
区
別
懇
談
会
」、
各
種
団
体
の
代

表
者
対
象
に「
各
界
懇
談
会
」を
開
催

し
、
こ
れ
ら
の
場
で
出
さ
れ
た
意
見
を

反
映
し
ま
し
た
。

協
議
会
で
は
、
最
終
的
に
住
民
の
皆

さ
ん
が
合
併
の
判
断
が
で
き
る
資
料
づ

く
り
を
目
指
し
、
そ
れ
を
逐
一
お
知
ら

せ
す
る
た
め
に
、協
議
会
開
催
の
都
度
、

「
合
併
協
議
会
だ
よ
り
」を
発
行
し
、
両

市
町
の
全
世
帯
に
配
布
し
ま
し
た
。

■千葉県が最大限の支援を努力すると約束した８つの事業

主要地方道境杉戸線
バイパスの整備

関宿町要望か所
旧野田市要望か所

主要地方道我孫子
関宿線の整備

主要地方道結城
野田線の整備

川間駅前広場と
都市計画道路尾崎
中里線の整備

野田橋を含む浦和野田線と
芽吹大橋を含むつくば
野田線の４車線化 愛宕駅周辺の

つくば野田線の整備

都市計画道路今上木野崎線の
県道昇格と事業化

東西に連絡する道路の整備


